
ＢＧＡＬＯＧ関係のリソースモニターの見方 Ｐ１ 
（概要） 

ここを参考にしてください。 

https://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc749226(v=ws.10).aspx 

ＢＧＡＬＯＧ２４時間経過使用中の通常の場合 → 

この画面を作成し始めた状態が右です。（１回テルネットの再起動有りの状態） 
 
ネットワークは当方のサーバーへどなたかがアクセスまたは、ＢＧＡＬＯＧ（オレ 
ンジ色）などが自宅ＬＡＮ内を含むネットへアクセス処理を行っているものと思 
われます。 
 
当方のシステム概要 
ＷＩＮ１０ＰＲＯ（６４ビット）、ＣＰＵ：ｉ７－３８２０、クロック３．６ＧＨｚ、 
マザーボード：ＡＳＵＳ－Ｐ１０ＰＲＯ、メモリー（１６ＧＢ）、 
ドライブ：Ｃ（ＳＳＤ）、Ｄ～Ｇ（ＨＤＤ計３．５ＴＢ）、Ｈ回復ドライブ、 
      Ｉ～Ｏ（ＵＳＢ等）、Ｐ～Ｑ（ＤＶＤ）、Ｘ～Ｚ（ＬＡＮドライブ：計１．５ＴＢ） 
ＵＳＢポート：２０ポート、冷却ファン：７機、 
ＩＩＳ（ＷＷＷサーバー）、ＰＯＰ３サーバ（メーリングリスト）動作 
サーバー兼クライアントとして２４時間起動 

平常時の場合      このパワーポイント作成開始時 



（通常はフルスピードでは動作していません） 
CPU の最大周波数が青色で表示されます。 

CPU 処理能力の現在の使用率の合計が緑色で表示 

チェックしたプログラムが最上位に表示され、CPU ラベルには、ＢＧＡＬＯＧの使用率がオレンジ色で表示 

アプリケーション インスタンスによる最近 60 秒間の CPU の平均処理負荷。CPU の総処理能力に対する比率 

アプリケーションの名前 

アプリケーション インスタンスのプロセス ID 

リソースモニターの見方 Ｐ２ 
（ＣＰＵ） 

アプリケーション インスタンスの現在アクティブな CPU サイクル数 

アプリケーション インスタンスの現在アクティブなスレッド数 

通常の場合のＢＧＡＬＯＧ 



リソースモニターの見方 Ｐ３ 
（メモリー） 

通常は発生しません 
発生するとＨＤＤを使用
しますので極端に遅くな
ります。 

発生する場合は、メモ
リーの増設が必要です。 

現在の使用中メモリー 

[ワーキング セット (KB)] ： メモリに現在常駐しているアプリケーション インスタンスのキロバイト数 

[共有可能 (KB)] ：  ＢＧＡＬＯＧ以外のアプリケーションで使用できる可能性のある、アプリケーション インスタンスのワーキング セットのキロバイト数 

アプリケーション インスタンスで現在 1 分間に発生しているハード フォールト数。(ページ フォールト)  
参照されるアドレスのページが物理メモリ内になく、スワップ アウトされているとき、またはディスク上のバッキング ファイルから使用可能になるとき
に発生します。これは、エラーではありません。ただし、物理メモリではなくディスクからデータを絶えず読み戻す必要がある場合、ハード フォールト
の数が多くなることによって、アプリケーションの応答時間が長くなる可能性があります。 

[プライベート (KB)] ： ＢＧＡＬＯＧが専用で使用する、アプリケーション インスタンスのワーキング セットのキロバイト数 

[ワーキング セット (KB)]＝ [共有可能 (KB)]＋ [プライベート (KB)] 

物理メモリー（当方１６ＧＢ）＝ハードウェア予約済み０．６Ｇ＋使用中４Ｇ＋変更済０．３Ｇ＋スタンバイ４．８Ｇ＋空き７Ｇ 

＝     ＋ 



リソースモニターの見方 Ｐ４ 
（ディスク） 

スピード ： 読み書きの数値の大きいほど高速ですが状態により 
絶えず変化しますので比較は難しいです。 

当方の各ディスクの使用方法 
Ｃ：（ＳＳＤ）サーバー関係を除くシステム、プログラム作成、プログラム実行 
Ｄ：（ノートパソコンと共有）メーリングリストシステム＆データ、ＷＷＷサーバー（ＪＡ５ＢＧＡ．ＣＯＭサーバー）、Ｃ：ドライブのフォルダーバックアップ及び作業予備フォルダー 
Ｅ：ＷＩＮ１０のシステムによるＣ：ドライブバックアップ（イメージバックアップ、履歴によるバックアップ） 
Ｆ：バックアップ専用ツールによるＣ：ドライブのイメージバックアップ、Ｄ：ドライブのバックアップ 
Ｇ： （ノートパソコンと共有）各購入プログラムのソースバックアップ、Ｃ：ドライブの重要内容のバックアップ 
Ｈ：（ＵＳＢ）作成プログラムバックアップ 
Ｉ： （ＵＳＢ）プログラム持ち出し用 
Ｊ：回復ドライブ（ＵＳＢ） 
Ｋ：～Ｏ：リムーバルディスク 
Ｌ：、Ｍ：ＤＶＤドライブ 
Ｘ：ゴミ箱（バックアップのバックアップ） 
Ｙ：家族内共有ドライブ 
Ｚ：重要ファイルおよびプログラムの日付別バックアップ 
 
各バックアップはバッチプログラムにより同期（ロボコピー）、非同期（Ｘコピー）により定期的（一部スケジュール化）に保存 



リソースモニターの見方 Ｐ５ 
（ネットワーク） 

ネットワーク活動欄 
 

上段：テルネットアドレス（常時接続） 
下段：ＤＸスケープｗｗｗからの取得時 

ｗｗｗ取得直後の状態 
ｗｗｗは自分のパソコンからその
都度接続します。（終了すると切
断します。切断後テルネット回線
のみ接続状態となります。） 

テルネット接続時 
常時接続でリモートアドレスをコン
トロールしていますのでネットワー
クは切断されません。 
２１９．１０６．２２７．１６（ポート８０００）＝Ｄ

Ｘスケープサーバー接続時 

プログラム認識のｉｄ番号 

チェックを入れておきます。 

ネットワーク（テルネットとＷＷＷ（ｈｔｍｌ）のイメージ 
いずれもＴＣＰ接続です。 

テルネット接続はサーバーとクライアントの関係で常時接続して相手をリモート接続してコント

ロールして利用します。（ｓｈ／ｄｘ／１００、ｓｈ／ｃ、ｓｈ／ｗｗｖなどのコマンドを使います。例：Ｄｘ １０
１０５．１ ｊｄ１ｙｂｔ ｃｑｃｑ ｏｐ ＊＊＊ ｑｓｌ 等） 
通常相手の指定するポート８０００を使用し、接続には、パスワード等が必要になります。 
したがって一度切断されると接続の再手続きが必要です。 

ＷＷＷ（ＨＴＴＰ）接続は相手のサーバー（通常８０番ポート）へ接続の都度ＨＴＭＬ言語で書か
れたプログラムをダウンロードしてそこに書かれた内容をＩＥやｅｄｇｅ等で実行します。 

再接続もそこに書かれた時間で接続するのであたかも常時接続の様に見えますが、その都度回線
は切断されています。 
大きな違いは、どちらにコントロール権が有るかが異なります。 
テルネットはクライアント側で常時接続、ＷＷＷは相手側でその都度接続 



エラーを発生させた後、システムの再起動なくＢＧＡＬＯＧのみの再
起動後、何度かテルネットを再起動したのち、このマニアルを作成し
始めて１日以上経過しています。 

２４時間経過中に１度テルネットの自動再起動が有りましたが、問
題は未発生で現在も正常に動作をしています。 
 

問題発生時の状況です。 

発生するのはテルネット画面を強制的に手動で繰り返して
「開始⇔終了」を行っていると発生することを当方でも確認
しました。（システムの動作が急に重くなります。） 
その時の状況です。 
 
スレッド数、ＣＰＵ使用率、平均ＣＰＵが極端に大きくなっています。 
現在、この原因はつかめていません。 
 
この場合は、ＢＧＡＬＯＧを再起動が必要になってきます。 
 
CPUクロックが、100%でフル稼働しています。 
何かの拍子で途中で正常に戻ったりします。 

プログラム上の問題でないために当方ではお手上げの状況となっ
ています。 
 

パソコンのシステム全体がハングアップしたのではないかと感じ
るくらい極端に遅く感じる様になります。 
 

もしこの現象と思われたときはＢＧＡＬＯＧの再起動をお願いしま
す。（再起動で正常に戻りますが、それでも遅い場合は他のシステムの問題と
思いますのでその場合はシステムの再起動が必要と思われます。） 

 
よろしくお願いします。 
 

追記 
このエラーはテルネット画面のルーチンでテルネットを使用していな
いにもかかわらず発生しています。当方が思うところは正常にメモ
リーの解放が出来ていないのではと思います。（マイクロソフトの改
善を期待、・・？） 

ＢＧＡＬＯＧ問題発生時 Ｐ６ 
これは故意にＴＥＳＴとして発生させたもので 
通常の使用方法では発生しないと思います。 

次が表示されるようになります。（動作管理のために表示させているものでエラーではありません。） 

「★ 最終データ時間トップデータ（テスト処理確認用） i=886 現時間=15/09/20 18:35 最新データ
時間= ・・以下省略 


